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  研究内容  

植物は多くの機能未知の二次代謝産物を生産しています。このような化合物のことを Specialized 
metabolites (適応代謝産物)と呼んでいますが、その中には、植物に競争力を与えるものや、ヒトの生活
にとって役に立つ物質が数多く含まれています。私達は有用な機能を保持することが知られるテルペノ
イドやフラボノイドといった植物の適応代謝産物に着目し、その生合成経路と制御機構の解明を通じ
て、環境低負荷型の次世代農業など、社会に役立つ技術展開に向けた基礎と応用研究を進めています。 
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